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楽の地平に可能性をみたことを論じた。   
  第８章と９章では、上記３つ目の論点に触れ、コープランドの映画音楽実践と革新主義、および「共
同体の音楽」への志向との関連を考察した。第８章ではドキュメンタリー映画『都市』（１９３９）を取
り上げ、間テクスト性において、その音楽テクストを分析した。そこでは、「パストラル語法」によって
「アメリカらしさ」が表現されているとともに、革新主義の信条をもつ彼が、真に解決が困難な社会問題
に対峙するとき、その象徴的解決行為として不協和音が現れることを明らかにした。第９章では、映画
『廿日鼠と人間』（１９３９）を取り上げた。そこでは「パストラル語法」が、その表現やその社会内で
の成熟を経て、ついに１９世紀的なアメリカの表象にも適用され、本来は「未来」にのみ消失点をもつ革
新的なるその語法が、遡ってアメリカの過去にもまた投射されることで、ヴァン・ワイク・ブルックスの
いう「役に立つ過去」を形成していることを指摘した。 
 終章では、考察のまとめとして、革新主義によって現れた「現代アメリカ」の中で活動するコープラン
ドの位置づけを、ヘンリー・ルースの「アメリカの世紀」と、ヘンリー・ウォーレスの「庶民の世紀」と
を対比を通して再定位した後で、「現代アメリカ」の形成過程において、コープランドが、音楽的側面に
おける「役に立つ過去」を作る役割を担ったことを結論した。また、その後の冷戦期における彼の受容の
変遷について論じた。 
（総合審査結果の要旨）  
 
本論文は、1900年生まれのアメリカの作曲家、アーロン・コープランドの1930年代から40年代の音
楽活動を歴史修正主義の視点から再考し、「現代アメリカ」の形成過程におけるコープランドの文化
的側面での位置づけを明らかにすることを目的としている。 
「アメリカそのもの」 と語られる一般的なコープランドの評価について、政治的左派であり 「革新
主義」芸術家であったはずのコープランドの本来の姿が歪曲されていることに疑問を呈し、19世紀か
ら20世紀の転換期のアメリカにおける社会的な問題  （急激な工業化や都市化、大企業の市場独占によ
る不平等、貧困など） に対して、新しいアメリカの基礎となる 「革新主義」が果たした歴史的な役割
（移民国家として文化の多様性を認めアメリカ的な共同体を形成したこと、平均的アメリカ人として
の庶民の誕生）の中で真実のコープランド像を語るという申請者の意図は理解できる。また、論文の
構成もそれに従ってよく考えられている。しかし、そのために必要な調査・研究領域が広がりすぎた
ことで、多くのリスクも引き受けることになってしまった。また、このような革新主義者コープラン
ドの思想的表現が「共同体の音楽」として映画に関わることで実現していることを証明するための第8
章と第9章（映画と映画音楽の分析）では、それらが十分に説明されているとは言い難い。学科の専門
領域としては、第8章以下に重点が欲しかった。 
作曲家である申請者の専門性を考えれば（また、自らの政治的信条を語ることが少なかったコープ
ランドを扱うなら）、1930年代から40年代に彼が担当した映画音楽の分析を中心とした論文テーマを
設定し、そこから「革新主義」芸術家としてのコープランドの真実の姿がどのように見えるのかとい
う方法の方が相応しいように感じた。 
様々な問題はあるが、コープランドに関する日本での研究が少ない中で意欲的にこのテーマに取り
組み、一定の成果をあげたことは博士論文として認めることができると判断した。 
